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優しく強い子に！ ２年生 リーグ戦初戦勝利！！
第 4 １回 秋季リーグ２年生

2016/9/11 椚田グランド
〇南八王子 １－０ 西八 JSC（前半０－０）
得点者：古積君
秋季リーグの第 1戦。
前半開始早々、古積君が積極的なドリブルで相手陣

内に攻め込みます。5 分にはドラッグバックで一気に
3 人かわす見事なターン。狙って出すこのターンは彼
の強力な武器の 1つになっています。

6 分、カウンターのピンチを田倉君が読み良くカバ
ーしボールをカット。そのまま右サイドをラン・ウィ
ズ・ザ・ボールで攻めに転じる好プレー。

http://www.minamih.net/ 後半 3 分、コーナーキックのチャンス。古積君の
１６・ ９・２５（土）キックがディフェンダーの間からゴール前に抜けて来
南ＮＥＷＳ ＮＯ６２ て、1 年生の岩崎君，森田君が連続シュート。惜しく

もゴールキーパーに防がれてしまいました。
5分、スローインを受けた田倉君がゴールに向かうドリブル。

ゴール正面の密集をうまくかわして打ったシュートはわずかに
枠を外れます。
後半も残り 5分を切ったところで、相手チームのゴールキッ

ク。そのキックを直接カットした古積君がペナルティエリアラ
イン付近から思い切りよくシュート。ボールはゴールキーパー
の頭上を越えゴールネットを揺らします。待ちに待った先制点をゲット。
その後相手チームが攻めの姿勢を強めますが、しっかり対応できました。8

分、相手選手がドリブルで抜け出そうとしたところに加藤君がドリブルしてい
る選手の前に体を入れてボール奪取。1年生の松宮君は相手選手のボールにな
りそうなシーンで、全速力で追いかけてプレッシャーをかけました。
このまま試合は１－０で南八王子の勝利となりました。

初戦を勝利できてよかったね。めあての1対1ではディフェンス時にいいボール奪
取が何度もありました。奪いきれればピンチを防ぐだけでなく、攻撃に移ることが

できてチャンスにつながります。簡単に抜かれない、ひとりひとり自分の所でボー

ルを奪う気持ちを持ちましょう。

攻撃でもいいプレーがありました。古積君、田倉君、加藤君がラン・ウィズ・ザ

・ボールでチャンスを作りかけました。あとはそれをチャンスにしゴールに結びつ

けられるようにしてほしい。ゴール近くまでボールを運んだあとは最後のディフェ

ンダーを一人二人抜く・かわすことができれば、ゴールに入る確率の高いシュート

を打つことができるはずです。そこで最大の力を発揮できるようにしましょう。し

っかりと相手・スペースを観てフェイント・ターンを駆使して抜いていける選手を

目指しましょう。キーパーまで抜く気で！ ｂｙ加藤コーチ
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Ｕ－１２後期リーグ ３勝７敗 １１チーム中８位！
9 月 22 日(木)の雨の中，文化大で行われた最終戦ｖｓ杉野百草。サイドか

ら２点。中央をドリブルで突破されて２点。こぼれ球を押し込まれて１点。計
５点を奪われ０－５の完敗でした。
〇めあて コーチング フォアチェック デュエル
〇南八王子０－５杉野百草 前半０－３
立ち上がり２分，左サイド・バイタルエリアからミドルシュー

トでＧＫの頭上を破られ失点。２失点目は相手ＭＦに中央をドリ
ブル突破されて，３失点目はこぼれ球を押し込まれての失点でした。
キックオフの時に自分のマークの相手を確認すること，サイドからの攻撃を

をシールオフすることを何度も念を押したのですが，立ち上がり２分のサイド
からのシュートを許してしまったのです。
これまで負け無しの杉野。勝って当然のチームです。前半０－０のペースで

いけば南のペースになりますが，キックオフからの相手のドリブルに不用意な
タックルでかわされシュートされるという最悪の立ち上がり。“やれる”とい
う意識を相手に持たせてしまったのが歯車の狂い始めです。それが２分の失点
になり相手をペースに乗せてしまったのです。
２失点目の相手のドリブルシュートも，マークの相手を確認できていれば防

げたはずです。前に位置してディレイするＤＦもなく，身体を当てて奪い返す
リテイク・デュエルもなく，エンクルージャーもなく，チャレンジ無しでの失
点です。後半の４点目も同様でした。
試合中，めあてにあるコーチングをしていたのは４人だけでした。

「声を出さないチームは負けるよ」
といつも言っているのですが，８人中４人でした。 指導者の言葉が届いてい
るのでしょうか。
サッカーはコミュニケーションのスポーツです。周りを観て，状況判断をし

てアイデアを持ち，伝え合いながらゲームを進めるスポーツです。
「中を抑えろ！」
「ディレイ！」
とかの声は聴こえてきました。麻生君・井上君の声も良く聴こえました。
加々美君はＭＦのセンターをしながら

「落とせ！裏に出せ！」
とコーチングをして相手ＤＦ裏の左サイド・渡り廊下を攻める大きな形を演出
してチャンスを創りました。正に南のレジスタ(演出家）です。
ＧＫ尾川君は，ボールとは逆サイドの味方ＭＦに相手“ＭＦのマーク！”と

コーチングしていました。シールオフの大切さを理解しているのです。
フォアチェックはトップの子のスプリント，激しいチェイス・デュエルから

始まります。様子を見てから走り出すのではＤＦが保持するボールは次に展開
されてしまうのです。
後半の終盤に見せてくれたトップ德永君の左サイドタッチライン際でのチェ

イス・スプリント，右サイドタッチライン際まで流れたボールを中央からスプ
リントで追いかけトラップ，間髪入れずにマルセイユルーレットで相手をかわ
してＣＭＦの山本君にパスしてチャンスを創った場面は大切なことをいくつも
教えてくれました。

成長している子，可能性が感じられる子，今一つだなという子の違いが出
ています。
挨拶ができるか，できないか。目と心と耳で話が聴けるか，聴けないか。聞

くではありません。聴くです。返事ができるか，できないかの３つは生きてい
く上で欠かせない大切な基本の力です。大きな差になります。

ｂｙ南のアンパンマン
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